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大
都
市
圏
の
居
住
者
が
地
方
に
移
住

す
る
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
相
談
件
数
が
毎

年
伸
び
続
け
て
い
る
中
、
国
は
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
地
方
へ
の
移
住
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
３
月
に
は
全
国
移
住
促
進
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
20
年
に
は

48
件
だ
っ
た
移
住
・
定
住
に
関
す
る
相

談
件
数
が
、
平
成
26
年
度
に
は
１
６
６

件
に
増
え
て
お
り
、
４
月
か
ら
は
新
た

に
定
住
支
援
室
を
設
置
、
定
住
に
関
す

る
窓
口
を
一
本
化
し
、
問
い
合
わ
せ
へ

の
対
応
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
阿
東
地
域
で
は
、
市

の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
、
増
え

続
け
て
い
る
空
き
家
に
、
若
い
世
代
を

呼
び
込
む
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
空
き
家

の
所
有
者
が
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る

物
件
を
、
定
住
を
目
的
に
空
き
家
を
利

用
し
た
い
方
に
紹
介
す
る
し
く
み
。
空

き
家
を
優
れ
た
地
域
資
源
と
し
て
活
用

す
る
制
度
で
、
過
疎
地
域
を
中
心
と
し

移
住
者
が

地
域
に
風
を
起
こ
す

た
定
住
の
促
進
や
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
狙
い
が
あ
る
。

　
阿
東
地
域
で
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
田
村
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　「
我
々
の
地
域
は
少
子
高
齢
化
や
若
者

の
流
出
が
著
し
い
。
学
校
や
集
落
の
維

持
、
地
域
の
伝
統
や
産
業
を
守
る
担
い

手
の
不
足
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
若
い
移
住
者
を
受
け
入
れ
、
新
し

い
風
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
い
ず

れ
こ
の
地
域
は
な
く
な
る
」。

　
阿
東
地
域
は
過
疎
地
域
で
あ
り
、
市

内
中
心
部
に
比
べ
買
い
物
や
公
共
交
通

等
不
便
な
所
も
多
く
、
不
動
産
業
者
の

手
が
届
き
に
く
い
。
田
村
さ
ん
は
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
が
あ
る
の
を
知
っ
た
が
、

定住希望者に空き家の説明を
する田村さん

特
集移住・定住促進

空き家を見に来られた定住希望者
と田村さん

山口市へのUJI ターン
相談件数の推移

48
27

11
27

124136
166

空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・
定
住
者
の
受
け
入
れ
が
全
国

的
に
も
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、
徳
地
・
阿
東
地
域
で
実
施
し
て
い
る
、

空
き
家
を
使
っ
た
定
住
促
進
や
地
域
活
性
化
の
う
ち
、
阿

東
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　 

定
住
支
援
室 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
６
４
６

■
ふ
る
さ
と
活
性
化
へ
の
「
地
域
力
」



地
域
の

魅
力
を
市
内
外
に

発
信
し
て
い
く
た
め
に
は

「
外
か
ら
の
視
点
」
も
必
要
で
す 

　
全
国
的
に
過
疎
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

本
市
に
お
い
て
も
今
後
の
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
を
維
持
、
増
や
す
取
り
組
み
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿
東
地
域
の
よ

う
に
移
住
者
が
起
爆
剤
と
な
り
、
地
域
の

産
業
や
文
化
・
伝
統
の
担
い
手
と
な
り
、

地
域
を
守
り
継
い
で
い
か
れ
る
ケ
ー
ス
は
、

空
き
家
の
有
効
活
用
と
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
住
民
と
移
住
者
が
互
い
に
触
発
し
、

融
合
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅

力
的
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
な
り
、
さ

ら
に
人
を
呼
び
込
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
す
ぎ

て
気
付
か
な
い
新
た
な
地
域
資
源
に
気
付

く
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
市
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
他
の
地
域
に
お
い

て
も
、
地
域
が
主
体
と
な
る
定
住
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

登
録
や
成
約
件
数
が
少
な
く
、
増
え
続

け
る
空
き
家
に
危
機
を
感
じ
た
。

　「
地
域
に
住
み
、
地
域
の
実
態
を
良
く

知
っ
て
い
る
我
々
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な

い
事
が
あ
る
」。
田
村
さ
ん
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
地
域
が
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
市
に
提
案
。
平
成
23
年
度
か
ら
、

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
や
定
住
希
望
者

の
見
学
立
会
、
地
域
の
情
報
提
供
な
ど
、

地
域
住
民
が
世
話
役
と
な
る
「
定
住
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
地
域
に
住

む
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
が
鍵
を
握
っ
て
い

る
。
移
住
し
た
も
の
の
、
地
域
の
し
き

た
り
な
ど
、
思
い
描
い
て
い
た
世
界
と

の
違
い
に
落
胆
し
定
住
を
諦
め
る
人
も

お
り
、
下
見
に
来
ら
れ
た
時
や
移
住
後

の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
定
住
へ
の
鍵

と
な
る
。

　
田
村
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
で
移
住
を
決

め
、
す
っ
か
り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

る
人
が
い
る
。
大
阪
で
Ｉ
Ｔ
事
業
を
行
っ

て
い
た
明
日
香
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に

徳
佐
に
移
住
し
て
き
た
。

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い

れ
ば
土
地
は
選
ば
な
く
て
も
良
い
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
都
市
災

害
の
リ
ス
ク
を
逃
れ
る
た
め
に
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
を
自
然
豊
か
な
環
境
で
育

て
ら
れ
な
い
か
」
そ
う
思
っ
て
い
た
と

き
に
、
阿
東
地
域
の
空
き
家
バ
ン
ク
を

知
り
、
一
時
的
に
暮
ら
す
家
が
見
つ
か
っ

た
。
そ
し
て
、
他
地
域
に
引
っ
越
す
こ
と

な
く
阿
東
地
域
に
定
住
し
続
け
て
い
る
。

今
で
は
移
住
者
と
地
域
住
民
が
集
う
交

流
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
夫
婦
共

に
す
っ
か
り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
国
家
公
務
員
を
辞
め
、
昨
年

東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
早
川
さ
ん
も

地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
一
人
。

　「
昔
か
ら
田
舎
へ
の
あ
こ
が
れ
が
あ

り
、
体
調
を
崩
し
移
住
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
き
、
山
口
県
内
の
移
住
先
を

知
っ
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
を

も
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
も
あ
る
山
口
市
に
住
み
た
い

と
思
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
積

極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
今
で

は
各
方
面
で
引
っ
張
り
だ
こ
。
現
在
、

自
ら
の
経
験
を
基
に
、
安
心
し
て
移
住

し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
田
村

さ
ん
と
検
討
し
て
い
る
。

地域振興部定住支援室
主査　渡辺芳政
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早川智彦さん・真理子さん（徳佐）
１年前まで東京で働いてい
たが、退職し夫婦で移住。
カウンセリングはインター
ネットで行っている。

明日香健輔さん・加代さん（徳佐）
平成 19年に奈良県から移住してきた。加
代さんは2年間手伝った尾崎製菓が廃業す
ることを知り、経営者として味と店舗を受
け継いだ。（写真は葉葉堂のもなかと大福餅）

一番大事な地域資源は「人」

田村哲信さん（阿東地域）
定住コンシェルジュ

平成 23 年から定住サ
ポーターとして活躍。4
月からは、サポーター
のお手本ともなる阿東
地域の定住コンシェル
ジュに就任。

■
人
が
人
を
呼
び
込
む

■
地
域
社
会
の
新
し
い
芽

　「
い
ろ
ん
な
才
能
を
も
つ
若
者
が
移
住

し
て
き
た
こ
と
で
、
我
々
の
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

が
活
性
化
し
て
き
た
。
し
か
し
移
住
希

望
者
の
中
に
は
生
活
し
て
い
く
た
め
の

資
金
面
に
不
安
を
感
じ
る
方
も
多
い
。

今
後
は
空
き
家
と
仕
事
を
セ
ッ
ト
に
し

た
新
た
な
し
く
み
が
出
来
な
い
か
移
住

者
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
て
い
る
」
と

さ
ら
な
る
抱
負
を
語
る
田
村
さ
ん
。

　
地
域
住
民
と
移
住
者
が
新
た
な
移
住

者
を
呼
び
込
み
、
さ
ら
な
る
地
域
の
活

性
化
を
進
め
る
取
り
組
み
が
、
実
を
結

ぼ
う
と
し
て
い
る
。
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◆
一
般
会
計

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
予
算

は
、
当
初
予
算
に
平
成
25
年
度
か
ら
の

繰
越
額
42
億
7
５
２
6
万
円
を
含
め
、

８
７
０
億
５
５
２
６
万
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
、
増
額
・
減
額
補
正
を
行
い
、
3
月
末

現
在
で
８
４
７
億
３
９
５
９
万
円
（
市
民

一
人
当
た
り
約
44
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
増
額
予
算
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
７
６
０
０
万
円

 

・
情
報
教
育
環
境
整
備
事
業

１
億
３
２
９
７
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
３
月
末
現
在
の
収
支
状
況
は
、
下
記
　
の

　
通
り
で
す
。

市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
、
平
成
26
年
度
下
半
期
（
平
成
26
年
10
月

1
日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日
）
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度
は
4

月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で
で
す

が
、
平
成
27
年
5
月
31
日
ま
で
は
現
金
の

出
し
入
れ
が
あ
る
た
め
、
決
算
額
と
は
異

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
０

※予算現額には、平成25年度からの繰越額42億7,526万円を含んでいます。

【収入済額合計】
660億1,357万円
（収入済率77.9％）

【執行済額合計】
742億6,039万円
（執行済率87.6％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

165億1,012万円

151億9,582万円

110億6,010万円

64億7,292万円

49億2,829万円

18億2,188万円

30億3,174万円

166億9,158万円（101.1％）

21億4,230万円（14.1％）

　96億8,016万円（87.5％）

38億       1万円（58.7％）

35億7,974万円（72.6％）

33億8,653万円（111.7％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億
12億3,688万円（67.9％）

※使用料及び手数料等には、使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他の交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
　得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を含んでいます。
※市債は、対象事業完了後の借り入れとなるため、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

383,305円

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

258億5,272万円

125億5,395万円
109億6,377万円（87.3％）

98億7,557万円
98億6,766万円（99.9％）

112億1,568万円
93億5,632万円（83.4％）

65億7,657万円
60億7,751万円（92.4％）
62億9,435万円
54億8,801万円（87.2％）

29億3,784万円
18億9,200万円（64.4％）

29億5,780万円
27億7,125万円（93.7％）

29億2,655万円
22億7,712万円（77.8％）
28億1,024万円
24億2,293万円（86.2％）

１

7億3,832万円

254億9,637万円
257億1,872万円

6億   258万円（81.6％）

歳入

歳出

市 税 市民税や固定資産税、都市計画税、たばこ税、軽自動車税など

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じて県や市に配分されるもの

市 債 公的機関や銀行などからの借入金

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料など

そ の 他 の
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障害者福祉、子育て支援など…1人当たり116,350円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税の賦課徴収など　…56,591円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅の管理、整備など…48,294円

公 債 費 市債の償還など …50,933円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社会教育など　　   …31,370円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、ごみ処理など　…28,327円

消 防 費 消防や救急、防災対策など…14,304円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧など　　　　　　  …9,766円

農林水産業費 農林水産業の振興など…11,754円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘地など　　　　   …12,506円

そ の 他 議会運営、雇用など…3,110円

225億4,124万円

（99.1％）

（87.2％）
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３ 市債等の状況（３月末現在）

2 特別会計の収支状況（３月末現在）

◆
特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を
行
う
場

合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る
た

め
の
会
計
で
す
。

　
３
月
末
の
収
支
状
況
は
、
下
記
　
の
通
り

で
す
。

◆
市
債

　
３
月
末
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
下
記
　

の
通
り
で
す
。

※
市
民
一
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出
は
、
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
で
あ
る

19
万
３
７
３
７
人
を
参
考
に
し
て
い
ま

す
。

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 206億4,274万円 181億3,933万円 87.9％

後期高齢者医療 26億6,671万円 24億6,625万円 92.5％

介 護 保 険 167億8,384万円 131億783万円 78.1％

介護サービス事業 5,946万円 5,979万円 100.6％

駐 車 場 事 業 5,805万円 5,101万円 87.9％
小 郡 駅 前 第 三
土 地 区 画 整 理 3億1,447万円 2億4,376万円 77.5％

簡 易 水 道 7億7,665万円 1億2,549万円 16.2％

農 業 集 落 排 水 5億5,238万円 1億5,503万円 28.1％

漁 業 集 落 排 水 1,913万円 519万円 27.1％

地 域 下 水 道 534万円 387万円 72.5％

国 民 宿 舎 3,602万円 3,021万円 83.9％

特 別 林 野 1,089万円 1,620万円 148.8％

合 計 419億2,568万円 344億396万円 82.1％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
執行済額

193億4,647万円 93.7％ 99,860円

25億5,966万円 96.0％ 13,212円

143億2,402万円 85.3％ 73,935円

5,646万円 95.0％ 291円

3,864万円 66.6％ 200円

3億1,348万円 99.7％ 1,618円

4億3,515万円 56.0％ 2,246円

4億7,583万円 86.1％ 2,456円

1,085万円 56.7％ 56円

426万円 79.8％ 22円

2,986万円 82.9％ 154円

865万円 79.4％ 45円

376億333万円 89.7％ 194,095円

区　　　分 平成26年度末
現在高

1人当たりの
現在高

一 般 会 計 860億5,290万円 444,174円

特 別 会 計 51億1,539万円 26,404円

合 計 911億6,829万円 470,578円
上 記 に 対
す る 利 息 76億4,218万円 39,446円

一 時 借 入 金 ０円 0円

これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。
平成27年までの財政健全化に向けた取り組み内容を示した「山口市財政運営健全化計画」や、本市の財政状況を分かりやす
く一般家庭に例えた「山口市の台所事情」も掲載していますので、あわせてご覧ください。

市債とは、学校や道路、公園などを整備するための目的を持っ
た借入金です。
長期間にわたって使用するこれらの施設に対し、建設時だけで
なく後年度に使用する方にも負担を求めることで、世代間の負
担の公平を図るという効果も有しています。
市では、返済計画に配慮しながら将来の世代に過度な負担を残
さないよう、国の財政支援措置がある市債を有効に活用し、実
質的な将来負担の抑制などに取り組んでいます。

タブレット端末を
使った授業の様子

２

３

3月にオープンした「狐の足あと」
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お子さんが安心して遊べる
スペースがあります。保護
者、スタッフの目が届くよ
う配慮し、より安心して子
どもが遊ぶことができます。

子育て経験者や専門の保育
士などが、子育てに関する
相談、子育てに関する情報
交換等を行う機会を提供し
ています。

子どもが安心して遊べる悩みを相談できる

こども家庭課　☎083-934-2797

地域子育て支援拠点施設ってこんなところ

地域 施設名 電話番号 地域 施設名 電話番号

大殿
 大殿子育てひろば「キラ◇きら」 083-932-6778

嘉川
 嘉川子ども館「しゅっぽっぽ」 083-989-6233

 子育て支援センターゆりかご 083-922-7126  子育て支援センターかがわ 083-989-3518
白石  ほっとさろん西門前てとてと 083-921-0428 佐山  子育て支援センターさやま 083-989-3013

湯田
 子育て支援交流広場ちゃ☆ちゃ☆ちゃ 083-922-4325

小郡
 子育てつどいの広場「小郡ぽっぽ」 083-976-8280

 子育て支援センターひだまり 083-922-6545  子育て支援センターたんぽぽひろば 083-972-5455
仁保  仁保つどいの広場「いっぽ仁保さんぽ」 083-929-0270

秋穂
 大海保育園つどいの広場つぼみクラブ 083-984-2241

大内
 子育て支援センター大内「KOURINすくすく」 083-928-6180  子育て支援センターおひさまクラブ 083-984-2557
 す･こ･や･かキッズ 083-941-1150 阿知須  山口市阿知須子育て支援センターきらら 0836-65-2117

宮野  宮野つどいの広場あのね 083-920-9223
徳地

 山口市徳地子育て支援センター「すくすくハウス」 0835-52-0266

吉敷
 吉敷つどいの広場「楽楽楽」 083-928-0035  子育て支援センターのびっこ島地 0835-54-0563
 子育てセンター山口 083-925-1664  

平川
 平川子育てつどいの広場ひらひら 083-923-1606  
 支援センターふれあい 083-925-4997

大歳  地域子育て支援センターぐるんぱ 083-932-8356
秋穂二島  二島つどいの広場あそぼう家 083-987-2059

施設によっては、利用料金が必要です。詳細は、こども
家庭課または各拠点施設へお問い合わせください。ま
た、やまぐち子育て公益ポータルサイト「あっとほーむ」
（『あっとほーむ山口』で検索）でも、各施設の活動状況
をご覧いただけます。

子育て中の親同士が、子ど
もを遊ばせながら気軽に
ゆったり交流できます。

親同士も交流できる
毎月子育て講座を行い、子
育てにおける悩みを解決し
たり、ヒントを得たりする
機会を設けています。

子育て講座に参加できる

問

吉冨陽子さん、 太一朗
くん、桜和子ちゃん

松下睦子さん、
実紗ちゃん

利用者の声

6市報やまぐち　2015 年（平成 27年）５月 1日号
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■

小郡　　サルビア号
嘉川　　みんなでGO!
宮野　　宮野コミタク
秋穂　　菜の花号
小鯖　　小鯖コミタク
佐山　　ふれあい号
阿知須　あじす☆きららコミュニティ

タクシー
島地　　藤木おたっしゃ号

「家の近くまで来るから助かる」「家
族に送迎をお願いしなくてよくなっ
た」など、便利という声が増えてい
ます。左記のルートは一例ですが、
市内では８つの地域で運行していま
す（下記参照）。近くを走っていたら、
ぜひ利用してみてください。
また、現在導入を検討されている地
域（主に自治会単位で運行）もあり
ますので、詳細は交通政策課にお問
い合わせください。

小郡［サルビア号］

宮野［宮野コミタク］

･･･

･･････

【運行している地域とタクシ－の愛称】

宮野コミタク
問

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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2
月
23
日

〜
３
月
19
日

の
間
、
平
成

27
年
第
1
回

市
議
会
定
例

会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
市
長
は
、
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施
設

「
狐
の
足
あ
と
」
の
開
館
、
第
20
回
中
原
中

也
賞
の
決
定
、
第
7
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
大
賞
の
決
定
、
企
業
立
地
に
つ
い

て
市
政
の
概
況
を
報
告
し
、
平
成
27
年
度
の

予
算
編
成
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
か
ら
平
成
27
年
度
一
般
会
計

予
算
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

山
口
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設

置
条
例
な
ど
１
件
の
諮
問
を
含
む
65
議
案

が
、
委
員
会
か
ら
山
口
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
１
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

      

市
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　
３
月
22
日
、

湯
田
温
泉
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出

や
回
遊
の
促
進

の
拠
点
で
あ
り
、

景
観
形
成
の
起

点
と
な
る
施
設

と
し
て
工
事
を

進
め
て
い
た
、

湯
田
温
泉
観
光

回
遊
拠
点
施
設

〝
狐
の
足
あ
と
〞
が
完
成
し
、
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
周
辺
の
文
化
資
源
や
歴
史
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
関
係
団
体
と

も
連
携
し
て
湯
田
温
泉
全
体
の
誘
客
に
つ
な

げ
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
施
設
と

し
た
い
。
市
民
や
観
光
客
の
皆
様
に
末
永
く

愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
称
〝
狐
の
足
あ
と
〞
を
命
名
さ
れ

た
烏
田
枝
里
子
さ
ん
は
「
白
狐
が
見
つ
け
た
湯

田
温
泉
で
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
狐
の
足
あ
と
は
、
鉄
骨
造
り
２
階
建

て
（
一
部
1
階
建
て
）、
延
べ
床
面
積
は
約

４
７
１
㎡
で
、
外
観
は
山
口
の
山
並
み
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、

秋
穂
石
や
県
産
ヒ
ノ
キ
材
な
ど
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
は
、
湯
田
温
泉

な
ら
で
は
の
「
食
」
や
「
お
土
産
」
等
の

情
報
を
提
供
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
や
カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
言
音
の
湯
、

四
季
の
湯
、
窓
辺
の
湯
の
３
つ
の
足
湯
（
有

料
）、
多
用
途
ス
ペ
ー
ス
、
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
人
気

上
昇
中
の
県
内
18 
蔵
元
の
地
酒
を
は
じ
め
、

地
ビ
ー
ル
、
外
郎
、
山
口
産
野
菜
の
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
、
や
ま
ぐ
ち
自
慢
の
味
に
ふ
れ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
原
中
也
や
明
治

維
新
、
市
内
の
特
産
品
な
ど
と
連
携
し
た

企
画
に
つ
い
て
も
随
時
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

　
市
で
は
今
後

も
、
湯
田
温
泉
を

は
じ
め
と
し
た
市

内
の
観
光
資
源
等

の
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
、
観
光

交
流
人
口
の
増
加

に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

      

観
光
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０

定例会の様子

■
平
成
27
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
を
開
催

■
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施
設
〝
狐
の
足
あ
と
〞
開
館
式
典
を
開
催

　
3
月
9
日
、
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま

ぐ
ち
大
会「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
」
ま
で
の
残
り
日
数
を
お
知
ら

せ
す
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
、
各
総
合

支
所
に
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
周

知
と
機
運
を
高
め
る

事
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
山
口
総
合
支

所
で
は
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
ボ
ー
ド
の
除
幕

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
全
国
か
ら
お
越
し
に
な
る
選
手

や
大
会
関
係
者
の
皆
様
を
、
市
民
挙
げ
て
心

の
こ
も
っ
た
『
お
も
て
な
し
』
で
お
迎
え
し
、

多
く
の
皆
様
に
『
山
口
フ
ァ
ン
』
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
10
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
県
内

19
市
町
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
や
文
化
交

流
大
会
の
全
25
種
目
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で

は
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
の
5
種
目
を
実
施
し
ま
す
。

      

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

　
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
４
１
１

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
始
ま
る

“狐の足あと”を命名され
た烏田さん（左）と市長

テープカットの様子

除幕式の様子
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■
定
員
　
先
着
20
人

■
教
材
費
　
全
作
品
分
で
８
０
０
０
円

【
型
染
教
室
】

■
日
時
　
５
月
〜
９
月
　
第
２
・
４
月
曜
10

時
〜
12
時
（
全
10
回
）

■
内
容
　
べ
ん
が
ら
で
七
福
神
や
こ
い
の
ぼ

り
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
定
員
　
先
着
20
人

■
教
材
費
　
全
作
品
分
で
７
０
０
０
円

　
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン

タ
ー
（
下
竪
小
路
12
）

　
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
３
３
３
３

■
日
時
　
５
月
19
日
〜
６
月
30
日
毎
週
火
曜

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

■
場
所
　
維
新
百
年
記
念
公
園
弓
道
場

■
講
師
　
大
橋
裕
氏
（
日
本
体
育
協
会
公
認

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
指
導
員
）

■
対
象
　
高
校
生
以
上
の
初
心
者

■
定
員
　
先
着
15
人
程
度

■
参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
会
場
利
用
料
・

保
険
料
含
む
）
※
初
日
に
受
付
で
徴
収

■
持
参
品
等
　
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
服
装
、

運
動
靴（
そ
の
他
主
催
者
準
備
）

５
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
、
山
口

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
事
務
局 

村
岡
さ
ん

　
　
０
９
０
‐
７
１
３
４
‐
５
３
３
７

　
　
０
８
３
‐
９
２
８
‐
５
７
１
６

　
　m

uraoka2@
c-able.ne.jp

　
市
が
保
有
す
る
３
つ

の
産
業
団
地
の
分
譲
価

格
を
改
定
し
ま
し
た
の

で
公
表
し
ま
す
。
区
画

ご
と
の
分
譲
価
格
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山

口
市
産
業
立
地
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

※
事
業
内
容
、
投
資
額
、

雇
用
人
数
等
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
優
遇

制
度
の
適
用
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
産
業
立
地
推
進
室

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

　
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
、
新
山
口
駅
を
中
心
と
し
た
社
会
資
本

総
合
整
備
計
画
や
都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
ら
２
つ
の
計
画
の
取
り
組
み
成
果
を

評
価
す
る
事
後
評
価
を
公
表
し
ま
す
。ま
た
、

事
後
評
価
に
関
す
る
会
議
録
お
よ
び
会
議
資

料
も
併
せ
て
公
表
し
ま
す
。

■
縦
覧
開
始
日
　
５
月
１
日
（
金
）
か
ら

■
縦
覧
場
所
　
都
市
整
備
課
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

パ
ー
ク
整
備
部
建
設
課

　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
部
建
設
課

　
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
４
０

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
お

よ
び
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く

す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
税

金
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
減
免
は
一
人
に
つ
き
１
台
。
普
通
車
で

減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請
不
可

■
申
請
期
限
　
５
月
25
日
（
月
）

■
持
参
品
　
納
税
通
知
書
（
５
月
７
日
発

送
予
定
）、
障
害
者
手
帳
等
、
運
転
者
の

運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
納
税
義
務
者

の
印
鑑
、
届
出
者
の
身
分
証
明
書

※
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
軽
自
動
車

等
の
所
有
者
お
よ
び
運
転
者
の
住
民
票

が
別
世
帯
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

産
業
団
地
の

分
譲
価
格
改
定

社
会
資
本
総
合
整
備
計
画

事
後
評
価
の
公
表

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

産業団地
山口テクノパーク・山口物流産業団地（佐山）、
鋳銭司団地（鋳銭司）

分譲価格 16,862,028円～466,305,930円
分譲面積 1,653.14㎡～57,711.13㎡
分譲区画 9区画

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ

ン
タ
ー 

初
心
者
向
け
教
室

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

は
お
早
め
に

協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部
の

保
険
料
率
変
更

の
印
鑑
が
必
要

■
申
請
場
所
　
市
民
税
課
、
各
総
合
支
所

総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
殿
、白
石
、湯
田
、小
郡
、秋
穂
、

阿
知
須
、
徳
地
、
阿
東
を
除
く
）
お
よ

び
分
館
、
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー

 

市
民
税
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
４

　
本
年
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か
ら
協
会

け
ん
ぽ
山
口
支
部
の
保
険
料
率
が
次
の
通
り

変
わ
り
ま
す
。（
健
康
保
険
証
に
「
全
国
健

康
保
険
協
会
山
口
支
部
」
と
記
載
の
あ
る
方

が
対
象
で
す
。）

・
健
康
保
険
料
率
　
10
・
03
％
↓
10
・
10
％

・
介
護
保
険
料
率
　
１
・
72
％
↓
１
・
58
％

　
協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険
協
会
）

山
口
支
部

　
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
０
５
３
１

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

＆
メ
タ
ル
エ
ン
ボ
ッ
シ
ン
グ
ア
ー
ト
教
室
】

■
日
時
　
５
月
〜
10
月
　
第
２
・
４
火
曜
10

時
〜
12
時
（
全
10
回
。
８
月
は
休
み
）

■
内
容
　
カ
ラ
ト
リ
ー
ケ
ー
ス
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
、
ペ
ン
ケ
ー
ス
等
を
作
り
ま

す
。
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ウオーキングイベント
「歩
ある

き愛
め

です」
公園内のポイントを自由に回り、クイズ
を楽しみながら歩くウオーキングイベン
トです。クイズに正解するとボーナス歩
数が加算され、歩数に応じて景品がもら
えます。
■日時　5月24日（日）9時～15時  
■場所　宇部市ときわ公園
　　　　（受付：ときわ湖水ホール）
■内容　常盤湖一周5.7㎞が基本コース
ですが、歩く距離やコースは参加者
の自由です。

■参加費　1,000円
■定員　先着1,000人に参加証として
高性能歩数計をお渡しします。

※事前申し込み不要
■問い合わせ　宇部市保健センター　
　☎0836-31-1777

おいでよ！とくぢの森に

命あふれる春なの
に、なぜか毎日は
慌しく、リフレッ
シュしたい方も多
いですよね。徳地
にある大原湖周辺
には、癒し効果が
科学的に実証された森林セラピーロード
があります。
各種イベントも定期的に開催され、周辺
のキャンプ場ではカヌーや釣りなども楽
しめますので、ぜひお越しください。
【森カフェ～徳地の春の森びらき～】
森の楽しみ方を熟知した「森の案内人」が、
さまざまなメニューを用意してお待ちし
ています。
■日時　5月10日 (日 )9時30分～16時
　※要昼食持参
■場所　国立山口徳地青少年自然の家（徳
地船路668）

■問い合わせ　森の案内人の会事務局 
　☎0835-52-1122

宇 部 市

となり
ま
ちぐるっと

再発見
！ 山 口 市

市内の魅力を紹介します。

■採用予定日　
　平成28年4月1日
■第１次試験
   期日　6月28日（日）
   場所　山口総合支所（亀山町2-1）
■受付期間　
　5月1日（金）～27日（水・消印有効）

山口市職員採用試験【行政（特別枠）】

試  験  区  分 大学卒業程度

試  験  職  種 行政（特別枠）

採用予定人員 3人程度

受  験  資  格

昭和61年 4月 2日から平成6年４月１日
までに生まれた人で、学校教育法に規定する
大学（短期大学を除く）およびこれらと同等
と認められる学校を卒業した人もしくは平成
28年3月末までに卒業見込みの人

大平山つつじまつり

【こどもの日】
■期日　5月5日（火・祝）
【つつじまつり】
■期間　5月9日（土）～17日（日）
◆いずれも
■場所　大平山山頂公園
■内容　地元ボランティアによるバザー、
　ジャグリング（雨天中止）
■シャトルバス運行予定
　5月3日（日）～6日（水・祝）、9日（土）、
10日（日）、16日（土）、17日（日）の
いずれも10時 ～ 16時に30分間
隔で運行
※定員を超えた場合は連続運転します。
■問い合わせ　大平山山頂事務所 
　☎0835-38-0762

近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。 市内の魅力を紹介します。
となり

ま
ちぐるっと

再発見
！

わがま
ち
もぐるっと

再発見
！ 山 口 市防 府 市

本市では、毎年７月下旬に実施している大学卒業程度採用試験に加えて、新たに「行政（特別枠）」採用試験
を導入します。これは、大学等での専攻に関わらず、幅広くたくさんの方々に受験していただけることを目
的に、専門試験の免除等受験内容を見直したものです。なお、これまで同様の大学卒業程度採用試験は７月
26日（日）に実施予定です。詳細は、市報やまぐち6月1日号およびウェブサイトでお知らせします。

■受験申込書の請求　
　受験申込書は、各総合支所・地域交流センターに備え付け。郵便で請求する場合は、封筒の表に「受験申込
書請求」と朱書きし、宛先明記の返信用封筒（角形2号〈Ａ4〉）に140円切手を貼り同封してください。
※受験資格等、詳細はウェブサイトで確認、または職員課にお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせ
　職員課（〒753-8650亀山町2-1）☎083-934-2727
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チャレンジデーとは
●毎年５月の最終水曜に世界各地、全国で一斉に開催されている、住民総参加型のスポーツイベント。
●午前０時から午後９時までに、15分以上継続して何らかの運動やスポーツ活動を行った住民の参加率を競うもの。
●人口規模がほぼ同じ自治体同士で競い合う。（昨年は鶴岡市と対戦して負け。本市は2連敗中です。）
●チャレンジデー当日に山口市内にいる方全てが参加可能。
●山口市が勝てば、翌日から１週間、秋田市の庁舎のメインポールに山口市の旗が掲揚されます。負ければ反対に、
秋田市の旗を山口市に掲揚するというユニークなもの。

参加方法
●チャレンジデー当日に、市内で15分以上体を動かして報告するだけ。
●どこでも、何の運動でも参加可能。（例えば、職場の昼休みに15分散歩するだけでもＯＫ！）
●参加したらぜひ、報告してください。詳しくはウェブサイト等をご覧ください。

■問い合わせ　山口市チャレンジデー実行委員会事務局（生涯学習・スポーツ振興課内） ☎083-934-2912

■人口　318,826人　　
■参加回数　初参加

■人口　195,196人　　
■参加回数　3回目　

5.27 水
応援サポーターの
レノファ山口FC

DF
黒木恭平

MF
鳥養祐矢

FW
岸田和人

■ 8 826人人 3■人口 195 196人

山口市VS秋田市
主役はあなた。みんなでスポーツをして秋田市に勝とう！
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市役所

〝

〞

☎



13 市報やまぐち　2015 年（平成 27年）５月 1日号

このコーナーでは、「ふるさとやまぐち」に
かかわる魅力的な方を紹介していきます。輝く人  vol.21

山口地酒利酒セット

　
青
年
技
能
者
の
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一
を
競

う
技
能
五
輪
大
会
。
原
則
23
歳
以
下
で
各
都

道
府
県
で
選
抜
さ
れ
た
者
の
み
が
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
競
技
は
40
種
目
あ
り
、

今
回
ご
紹
介
す
る
末
冨
さ
ん
は
、
平
成
25
年

度
技
能
五
輪
西
洋
料
理
の
部
で
34
人
の
中
か

ら
見
事
金
賞
を
受
賞
、
山
口
県
で
は
初
と
な

り
ま
し
た
。
調
理
の
世
界
で
輝
く
末
冨
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　 

広
報
広
聴
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

―
末
冨
さ
ん
が
料
理
を
本
格
的
に
始
め
よ
う

と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

末
冨
　
小
学
校
低
学
年
の
頃
に
、
祖
母
に
海

老
フ
ラ
イ
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
祖
母
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
こ
と
が

嬉
し
く
て
、
こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

―
な
ぜ
技
能
五
輪
西
洋
料
理
の
部
に
出
場
し

よ
う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
？

末
冨
　
職
場
の
上
司
に
勧
め
ら
れ
て
出
場
し

ま
し
た
。本
番
で
は
、日
々
上
司
か
ら
教
わ
っ

た
こ
と
に
自
分
の
ひ
ら
め
き
を
取
り
入
れ
て

調
理
し
ま
し
た
。
西
洋
料
理
は
創
意
工
夫
で

き
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

―
技
能
五
輪
は
料
理
の
「
味
」
を
試
さ
れ
る

の
で
す
か
？

末
冨
　
基
礎
的
な
事
を
試
さ
れ
ま
す
。
味
は

も
ち
ろ
ん
、
段
取
り
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

か
、
食
材
を
無
駄
遣
い
無
く
使
え
て
い
る
か

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

―
料
理
人
と
し
て
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

資
質
も
問
わ
れ
る
大
会
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

末
冨
　
塩
の
分
量
な
ど
は
、
さ
じ
を
使
わ
な

く
て
も
、
指
で
つ
ま
ん
だ
感
覚
で
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
会
を
通
し
て
、
物
を
大
事

に
使
う
大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
今
後
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

末
冨
　
自
分
で
納
得
の
で
き
る
料
理
が
で
き

て
、
お
客
さ
ん
に
「
お
い
し
か
っ
た
、
あ
り

が
と
う
」
と
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

　
技
能
五
輪
は
、
特
殊
な
技
術
を
も
っ
た
職

人
が
技
術
を
競
い
合
う
場
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
人
と
し
て
の
資

質
も
磨
か
れ
る
場
が
あ
り
、
調
理
場
と
い
う

見
え
な
い
場
で
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
姿

が
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

①調理中の末冨さん（左）と、大会出場にあた
り技術指導した田中利明料理長（右）。

④インタビューの模様はC-able テレビ「発見！や
まぐち このまちに愛たい」の中で放送します。
放送日は５月16日（土）～31日（日）。

すえどみ・ともみ
1992 年旧秋穂町生まれ。山口農高生
活科学科、山口調理製菓専門学校を卒
業後、2013 年 12月防長苑に就職。

②下関ネギのシフォン。しょうゆクリームが甘
じょっぱく、新感覚のスイーツ。山口県産食
材を使った企画で末冨さんが考案した。

技能五輪「西洋料理の部」金賞

末冨智美

③平成25年に出場した技能五輪大会で金賞を
受賞したときの末冨さん。

① ②

③ ④

表
紙
写
真
か
ら

 

子
育
て
親
子
の
憩
い
の
場

 

嘉
川
子
ど
も
館
「
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
」

　表
紙
の
写
真
は
、
嘉
川
子
ど
も
館

「
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
」
の
施
設
内
の
様
子
で

す
。
お
や
つ
の
時
間
を
終
え
、
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
施
設
で
出
会
っ
た
友
達
と
遊

び
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
親
同
士
で
話
を

し
た
り
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
と
、
思
い
思

い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　嘉
川
子
ど
も
館
「
し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ
」
は
、

市
内
に
25
カ
所
あ
る
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
の
一
つ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
て
お
り
、

子
育
て
の
相

談
に
の
っ
て

く
れ
た
り
、

子
ど
も
と
一

緒
に
遊
ん
で

く
れ
た
り

と
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に

安
心
し
て
楽

し
く
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
土
・
日
に
開

設
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
、
お
住
ま
い
の

地
域
以
外
の
施
設
も
利
用
で
き
る
の
で
、

ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。

　市
で
は
今
後
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
の
整
備
な
ど
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
家
庭
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
７

※
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
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※開催場所・時間など、詳細はお問い合わせください。

山
口
市
長

イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

10
（日）

2
（土）

8
（金）

青空天国いこいの広場  （吉敷）
山口青年会議所 

（☎083-922-7646）

　
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
、
街
な
か
で

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
人
の
姿
を
多
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
日
ご

ろ
か
ら
運
動
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
２７
日
、
本
市
は
３
回
目
の
挑
戦
と
な
り
ま

す
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
参
加
し
ま
す
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
は
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
が
、

そ
の
日
（
5
月
27
日
）
に
連
続
し
て
１５
分
以
上
運

動
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
率
を
競
う
、
住
民

総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
秋
田

市
と
対
戦
し
ま
す
。
参
加
者
１０
万
人
の
目
標
を
掲

げ
、
初
勝
利
を
目
指
し
て
広
く
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
合
併
に
よ
り
新
市
が
発
足
し
て
１０
年
の
節
目
と

な
る
今
年
、
本
市
で
は
１０
月
に
「
健
康
都
市
宣
言
」

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
機
運
を
盛
り

あ
げ
る
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
ご
ろ

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
親
し
み
、
健
康
で
い
き
い

き
と
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
元
気
が
、
活
気
あ
ふ
れ
る
山

口
市
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
、
一

緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

山口100萩往還マラニック
大会（～4日）        （市内各所）
実行委員会   （☎0835-24-5444）

阿知須浦まつり 十七夜祭・花
火大会  　　　　　   （阿知須）
実行委員会（☎0836-65-2129）

森カフェ        　　　　（徳地）
森の案内人の会事務局

（☎0835-52-1122）

レノファ山口 FC
県内の試合日程
　 5月6日（水・祝）13時から維新公園
　 VS　SC相模原（神奈川県）
　 5月17日（日）13時から維新公園
　 VS　グルージャ盛岡（岩手県）
　 5月31日（日）13時から下関陸上競技場
　 VS　Jリーグ・アンダー 22選抜
※試合観戦には入場料が必要です。

　 レノファ山口FC ☎ 083-941-6792

5
（火･祝）

チャレンジデー2015        
　　　　　　　　（市内各所）
実行委員会　（☎083-934-2912）

27
（水）

ゴールデンウィーク祭り
（～5日）　　　　　 　（仁保）
道の駅仁保の郷

（☎083-929-0480）

お田植えまつり　　 　  （阿東）
山口県央商工会阿東支所

（☎083-956-0032）

ほたる観賞Week !
（～６月7日）             （大殿）
観光課　 　  （☎083-934-2810）

子どもの日 施設入館無料
　   （鋳銭司）

鋳銭司郷土館     （☎083-986-2368）
※ 5/19（火）～ 24（日）も無料
※歴史民俗資料館は休館中

17
（日）

四十八瀬川ほたる祭り  （小郡）
実行委員会   （☎083-972-6314）

秋穂八十八ヶ所スタンプラ
リー　　　　　　　　  （秋穂）
秋穂地域交流センター 

（☎083-984-2132）

（土）
／6 6

企画展Ⅰ「中原中也賞の20
年」（～7月26日）      （湯田）
中原中也記念館
　　　　 　（☎ 083-932-6430）

エンパワーメントフェスタ
2015                       （湯田）
働く婦人の家

（☎083-921-1929）

23
（土）

春の久留米市田主丸植木まつ
り＆ＪＡ全農やまぐち旬感
フェスタ（～7日）  　 （佐山）
全農山口県本部

（☎083-988-0620）

やまぐちサッカー交流広場
５周年記念事業 　　　（徳地）
やまぐちサッカー交流広場

（☎0835-56-0888）

3
（日）

端午d
デ

eさんぽ（～10日）            
（大殿）

大路ロビー（☎ 083-920-9220）

景観写真コンテストから

　　　　　「渓谷に咲く」

あしたへ

トライ
チャレンジデー

イベント
カレンダー月

5
6
月

30
（土）


